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USD/JPY WEEKLY 2017-2020 

30本 35本 41本 32本目 

週足のサイクルは、25本から35本となる。 
仮に26本目がトップと考えると、 
週足トレンドラインは超えたものの許容範囲とも言える。 
大きな流れは下降と言えそう。 

26本目をトップとして考えると 
残りは10本程度、若干延長したとしても後3ヶ月程度となる。 
下降という点で確認すると、激しく動くようなイメージとなり、 
逆に、29本目をボトムとして考えると 
上昇トレンドの押し目とも考えられる。 
今後、トレンドラインを上昇して、高値を更新することがあれば、 
29本目のボトムが確定となる。 

週足のサイクルは、25本から35本となる。 
29本目でボトムと言う考え方もありそう。 
しかし、もう少し伸びてくる可能性もある。 
その際には、101.18を超えて下降してくる可能性も 
否定できない。（前回コメント同様） 



USD/JPY DAILY 20190826-20200403 

8月26日に底を付けてから第4サイクルを3月9日に閉じたと仮定できそう。 
週足では、2018年3月スタートで第3サイクルの32本目となる。 
月足では、2012年2月スタートの第3サイクルの47本目となる。 

31本 30本 44本 

3月9日に到達した101.18を底と考えると、12本目でトップを付けたと仮定できる。 
今回の最高値は、111.71となり、日足ローソクでは長い上下のヒゲとなった。 
3月最終週は、下降から上昇へ転換したものの 
大きな流れは下のように感じている。 
  
12本目でトップをつけたと仮定するとレフトトランスレーションとなり下目線となる。 
 
下降エリオットの調整波の2波終了後の3波の戻りと考えることができそう。 

20本目 



USD/JPY MONTHLY 2008-2020 

月足の大きな流れは下降トレンドと見ることができる。 
3月の動きが派手であったため、 
上下に長いヒゲを作成しているチャートとなっている。 
  
2016年6月からのサイクルが延長していると捉えると、 
46本目となる。 
 
次の狙うべき値は99円割れを目指す可能性も 
否定できない。 
（前回コメント同様） 

20本 28本 28本 26本 46本目 



USD/JPY 4H 202001-202004 

88本 

上昇エリオットのA波終了時点でサイクルを閉じたという仮説の下、 
レンジに入ったと考えられる。 
  
高値 108.7  安値 106.9 
となる。 
これを上昇エリオットのB波、 
下降エリオットの2波として捉えることもできる。 

88本 

従い、3月最終週のボラは、180 pipsとなり 
年度末の円買いと年度始めの円売りで 
どっちつかずの状況となったと考えられる。 
 
また、見方としてはダブルトップを描いているので 
やはり、下目線で考えることが優先かも？ 

29本 



USD/JPY DAILY VOLATILITY 3月末から4月初に180 pips内でのレンジとなったかも
しれない。日ボラ平均としては100 pips程度なので取
れなくはない環境だが、難しい週であった。 



EUR/JPY CHF/JPY DAILY VOLATILITY 

USD/JPYは年度末と年度初の絡みでレ
ンジと想定されるような動きとなったが、他
のクロス円では、綺麗な下降トレンドの形
成とも言えそう。 

上はEUR/JPY、右はCHF/JPYとなる。 
先行通貨のCHF/JPYと遅行通貨の
EUR/JPYとなるが、下降との見方が強く
なりそう。 



色々な情報から IMM & WTI  

IMMは23日と30日の比較となる。 
若干円高方向に傾いているとも言える。 

4月6日発表の内容でどのように比較さ
れるかがポイントとなるかも？ 
それでも、3月31日火曜日時点での
情報となる。 

原油価格が先週は上昇したため
AUD/JPYの上昇につながったかも？ 
そして、原油価格が上昇すれば、シェー
ルガスの需要が高まりドル高とも言えた。 



どるえん まとめ その1 20200405現在 

• シナリオは2つ  （上昇と考える場合と下降と考える場合） 

•上昇と考える要素 

• 週足のトレンドラインである109.0までの上昇 

• 4時間足でのダブルボトムと捉えて、ボリンジャーバンドの+2σを超えてきた場合 

• 直近最高値である108.7を超えてきた場合 

• 4月6日を遅れゴトー日と捉えて、上記ラインを超えてきた場合 

 

 



どるえん まとめ その2 20200405現在 

• シナリオは2つ  （上昇と考える場合と下降と考える場合） 

•下降と考える要素 

• 日本時間土曜日の朝、DJIが360ドル安で終了している。 

• 他のクロス円が下降（円高）傾向を示している。 

• 4時間足ダブルトップの形成と+2σからの跳ね返り 

• 週足トレンドラインを検討 

 

 


